
【給与】250,000円（大卒・総合職・基本給）　※中途採用は
職歴、学歴により異なります。

【昇給】年１回、賞与年２回
【諸手当】通勤手当、夜勤手当、住居手当、扶養手当
【勤務地】京都府城陽市・宇治市・京都市、大阪府島本町
【勤務時間】1か月単位の変形労働時間制（実働7時間30
分）

【休日】週休２日制（年間120日）、年次有給休暇、特別有給
休暇（慶弔休暇・結婚休暇・配偶者の出産休暇など）

【福利厚生】健康保険、厚生年金保険、雇用
保険、労災保険、退職金制度、産休・育休
制度（育休後、 短時間勤務可）

【連絡先】法人本部事務局新卒採用担当
（佐々木・田中）TEL0774-54-7210

正社員募集
「『おっちゃんとおばちゃん』の求人広告を
見ての応募です」とお伝えください。

J O B  I N F O R M A T I O N

文理不問 個性重視

法人本部：城陽市長池五社ヶ谷14番地1
TEL：0774-54-7210
FAX：0774-54-2117
https://minamiyamashiro.com/
従業員数：約800名（2025年4月1日時点）
設立：1965年2月
主な事業内容：第一種・第二種社会福祉事業（障
害・高齢・児童）、公益事業（診療所、研修事業）
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新卒採用を目的とした広報活動は、その年の内閣府提示
の日程に準じます（例・広報活動開始は卒業・修了年
度に入る直前の３月１日以降）。「在学中のみなさんが今
何年生なのか」に応じて、時期によりお伝えすべき情報
は変わります。詳細は人事部に直接お問合せください。
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も
し
か
し
た
ら
、
福
祉
の
道
に
進
む
「
種
」

は
日
常
の
中
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

こ
で
通
り
過
ぎ
る
か
、
自
分
の
中
に
落
と
し

込
む
か
。「
そ
こ
に
分
か
れ
道
が
あ
り
そ
う
で

す
ね
」。
学
生
た
ち
は
「
き
っ
か
け
」
に
新
た

な
視
点
を
得
た
訪
問
だ
っ
た
。

　

赤
煉
瓦
の
門
柱
の
向
こ
う
。
緑
あ
ふ
れ
る

敷
地
に
、
施
設
が
点
在
す
る
南
山
城
学
園
。

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
彩
雲
館
を
訪
れ
た
。「
ま

る
で
リ
ゾ
ー
ト
施
設
み
た
い
」
と
吹
き
抜
け

の
天
井
に
目
を
見
張
る
学
生
た
ち
。

　

今
回
「
き
っ
か
け
」
に
つ
い
て
話
を
し
て

く
れ
た
の
は
、
20
代
の
若
手
職
員
、
臼
木
さ

ん
、
石
原
さ
ん
、
山
塚
さ
ん
の
３
人
だ
。

　

入
職
３
年
目
の
臼
木
万
尋
さ
ん
の
き
っ
か

け
は
、
祖
父
の
在
宅
介
護
だ
っ
た
。「
母
が
一

人
で
献
身
的
に
介
護
し
て
看
取
っ
た
が
、
自

分
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
無
念
の

思
い
が
大
学
で
福
祉
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。
５
年
目
の
石
原
和
弥
さ
ん
は
、
家
族

が
介
護
や
看
護
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
な
じ

み
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
ゼ
ミ
の
教
授
の
紹
介

が
あ
り
入
職
し
た
。
一
方
、
入
職
３
年
目
の

山
塚
菜
月
さ
ん
は
、
高
校
の
部
活
で
障
害
児

と
一
緒
に
演
奏
す
る
機
会
が
あ
り
、「
言
葉
は

な
く
て
も
楽
し
さ
は
共
有
で
き
る
！
」
と
感

動
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
山
塚
さ
ん
は
、
友

だ
ち
の
弟
が
不
登
校
で
自
分
の
無
力
を
感
じ

た
の
も
動
機
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

山
塚
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
学
生
は
人
生

で
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
た
。

　
「
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
高
校
生

の
と
き
、
私
の
姉
が
不
登
校
で
し
た
。
家
族

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
声
を
か
け
て
い

い
か
わ
か
ら
な
く
て
悩
み
ま
し
た
」。

南
山
城
学
園
は
、
京
都
府
南
部
に
あ
る
日
本
有
数
の
規
模
の
社
会
福
祉
法
人
だ
。

福
祉
の
世
界
で
働
く
人
は
、
な
に
か
「
き
っ
か
け
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？　

そ
ん
な
予
想
を
確
か
め
に
、
学
生
２
人
が
訪
問
し
た
。

ハン
ドサインで

は
ワンチーム

取材当日、まずは南山城学園の施設で、地域のお
茶農家が使うよしずを、利用者さんが作っている様
子を見学した。続いて、内定者研修にも同席し、リ
アルな「働く」を見聞した。

南山城学園×　
きっかけ

京都大学 文学部
3回生

清
し

水
みず

さん

２回生

石
いし

田
だ

さん

今回の訪問者

想像超え の
福祉法人
想像超え の
福祉法人

 vol.�

障害者支援施設「光」
入職３年目

山
やま

塚
つか

 菜
な

月
つき

さん
地域福祉支援センター宇治小倉
入職３年目

臼
うす

木
き

 万
ま

尋
ひろ

さん

地域福祉支援センター島本
入職５年目

石
いし

原
はら

 和
かず

弥
や

さん

　
訪
問
し
て
の
感
想

　
福
祉
施
設
と
い
う
と
、

飾
り
気
の
な
い
四
角
い

建
物
と
思
っ
て
い
た
清

水
さ
ん
は
「
広
い
敷
地
に

個
性
的
な
家
が
点
在
し

て
い
て
全
然
違
っ
た
」
と

驚
い
た
。「
給
与
体
系
を

聞
い
て
、
職
員
に
は
一
般

企
業
と
変
わ
ら
な
い
待

遇
が
あ
り
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。
初
め
て
の

社
会
福
祉
法
人
へ
の
訪
問
だ
っ
た
が
、
い
い
職

場
だ
と
思
う
」。

　
「
福
祉
は
奉
仕
や
自
己
犠
牲
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
石
田
さ
ん
は
「
職
員
は
自
分
を
犠

牲
に
な
ん
か
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、『
自
分
に

合
う
』
職
業
と
し
て
道
を
選
ん
で
い
る
だ
け
」

と
気
づ
い
た
。「
福
祉
は
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
利
用
者
さ
ん
の
足
り
な
い
こ
と
を
補
い
、

生
活
の
質
を
追
求
す
る
仕
事
。
今
後
は
福
祉
と

聞
い
た
と
き
に
、
こ
の
場
所
や
人
の
顔
が
目
に

浮
か
ん
で
く
る
と
思
う
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

「母が介護職、姉が看護師だったので」
　母が介護職、姉が看護師だったので、家ではいつも福祉や介護の話を二
人が楽しそうにしていて、それを耳にしながら「大変なこともあるだろうが、
やりがいのある仕事なんだろうな」と思いながら育ちました。大学は政策学
部に進み、ゼミ活動のフィールドワークで、地域の課題に取り組むことに楽
しさややりがいを感じました。
　就活を考える時期に、「一般企業に就職する気になれない」とゼミ
の先生に相談したら、南山城学園の事例を紹介されました。人手の足
りない地場産業を障害者とともに担う学園の取り組みなどを知り、興味を持
ちました。母や姉が関係していてなじみのあった福祉の世界と地域づくりと
が、南山城学園で結びつき、やりがいを感じたのがきっかけです。

「軽音楽イベントで障害児らと演奏して」
　高２のとき、ダウン症の子たちがドラムを演奏するイベントに、所属してい
た軽音楽部が招待されたんです。ダウン症について知らないし、どう対応し
たらいいのかわからなくて不安でした。でも、実際に演奏を始めてみると、
みんなドラムを叩いたり、音楽にのって身体を動かしたり、とても楽しそうで
した。それまでは障害者に距離感も感じていたんですが、言葉はうまく話せ
なくても、楽しい気持ちは共感できるなんて素敵ですよね。人生が変わるほ
どの体験でした。それがきっかけで福祉学部に進学しました。
　南山城学園の実習で、障害のある人には、その人に応じた関わり方があ
ると学びました。実践してみたところ、先輩に「この仕事向いているよ」と
言われ、自分の長所に気づきました。

「祖父を母が在宅介護したのを見て」
　中学生のとき、同居の祖父が病気になり、母が家で介護をしていました。祖母
も年を取っていて、ヘルパーさんが来るわけでもなく、母が一人で面倒をみたん
です。祖父と血のつながりはありませんが、献身的でした。偶然かもしれません
が祖父は母の誕生日に亡くなったほど、母に感謝していました。一方、何もでき
ない自分に心の中で引っかかりがありました。
　高校で進学先を考えたとき、介護についてしっかり勉強しておきたいと思い、
大学は福祉学部に進みました。学部生になると施設で実習があるんですが、実際
の現場を見て「自分はもっとこんな支援もしてみたい」と思うシーンもあり、施設
で働くことに興味が出てきました。そして人と関わることも好きな性格です。それ
が福祉を仕事に選んだ後押しになりました。

清
水
さ
ん

石
田
さ
ん

福祉で働く人たち×３人のきっかけ

臼木 万尋さん

石原 和弥さん

山塚 菜月さん
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